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このイラストは、小林高校１年生
海
かいぞう

蔵楓
ひ な

寧さんが小林市の活性化を
願い作成したものです。市の自然

（花、星、水、蛍）がモチーフになっ
ています。

も応援。
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Info ＆ News
このコーナーでは、九州一の安心安全なまちづくりを目指す小林市で活躍する人やその活動など、
協働のまちづくりに関する情報を提供します。

こばやし協働 Info ＆ News

インフォ　アンド　ニュース
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10 月 11 日、小林市が取り組む、協働
のまちづくりを学ぼうと、鹿児島市

中央・上
かんまち

町の住民などで構成する地域づくり
ワークショップ委員８人が視察に訪れまし
た。市民活動支援センターで研修会が行われ、

「協働により九州一安心安全なまち小林市」
をテーマに概要の説明や意見交換を実施。同
ワークショップの山

やまさき

﨑 力
つとむ

会長は「小林市の
熱心な取り組みが分かり、今後の地域づくり
の参考にしたい」と感想を話していました。

いざという時に備えて
上町中区が初の防災訓練

小林市協働のまちづくり推進委員会の山
や ま の く ち

之口志
し ろ う

朗委
員長と熱心な意見交換が行われました

Info
上町中区防災訓練

市民活動支援センターからのお知らせ

小林式協働のまちづくりを
鹿児島市の市民が学ぶ

鹿児島市から視察

これまでの 100 年間へ感謝を込めて
101 年目からのレールをみんなでつなごう

小林駅 100 周年祭記念運行式＆記念式典

こばやし協働

協働により「九州一  安心安全なまち  小林市」

KOBAYASHI 2012.11

10 月１日、小林駅が開業 100 周年を迎
え、記念運行式と式典が開催されま

した。
　運行式は駅構内で行われ、年齢が合わせ
て 100 歳になる家族２組（古

ふるかわ

川澄
す み お

夫さん（64）・
瑞
み ず ほ

穂さん（36）、永
な が の

野フミ子
こ

さん（78）・叶
か な え

絵
さん（22））を一日駅長として任命。この日、
特別運行された環霧島周遊列車と観光特急

「海幸山幸」を南小の児童など、集まった多
くの人で見送りました。
　駅前ロータリーで行われた記念式典では、 オープニングで小林中吹奏楽部が演奏。吉

よしむら

村
秀
ひであき

昭実行委員会会長が「100 周年を一過性の
行事とせず、鉄道と地域の活性化につながる
ようみんなで取り組もう」とあいさつしまし
た。また、小林商工会議所の倉庫に壁画を描
いた小林高校と、ポスターやのぼりをデザイ
ンした小林秀峰高校に感謝状を贈呈。小林市
出身のシンガーソングライター大

お お の

野勇
ゆ う た

太さん
がイメージソングを披露した後、赤

あかした

下孔
こうよう

洋く
ん（南小６年）と畠

はたなか

中薫
ゆ き の

乃さん（小林中３年）、
橋
はしもと

本愛
よしひろ

大さん（小林西高３年）が吉都線未来
宣言を読み上げ、100 周年を祝いました。

▲観光列車「海幸山幸」とその乗客を旗を振り
ながら見送る南小の子どもたち

▲吉都線未来宣言を読み上げる３人

小林市市民活動支援センターでは、「平成
24 年度宮崎県新しい公共支援基金事業」

により各種講習会と相談事業を行っています。
現在、活動をしている団体やこれから活動しよ
うと考えている人で、興味のある人は当セン
ターまで問い合わせください。

広報こばやし 10 月号で、「地域の絆を育て
る場づくり」としてテーマごとに取り組

む市民グループを募集しました。その後、「こ

ばやし食学チーム『Boo ！ Hoo!! Woo!!!』」を結
成しました。10 月 27 日に第１回目の市民向け
講座を開催し、今後も楽しい活動を実施してい
く予定です。興味のある皆さん、一緒に活動し
てみませんか。お待ちしています。
◆ 申込・問
・小林市市民活動支援センター
　（事業実施主体：NPO法人エコワールドきりしま）
℡ 27‐3177　メール　purumeria_mina@ecokiri.or.jp

まちづくりに貢献するＮＰＯなどの活動を支援します
「NPO 等の財政・運営基盤強化事業」を活用ください

10 月 21 日、上町中区が防災訓練を行い
ました。同区が訓練を行ったのは初

で、区の住民約 70 人が参加。訓練用消火器
を使って初期消火を体験したり、ＡＥＤを
使って心肺蘇生法を学びました。同区の松

まつやま

山
昌
まさゆき

行区長は「新燃岳の火山活動も終息してお
らず、どういう災害が起こるか分からない時
代。いざという時に、それぞれが自分の命と
財産を守れるよう今後も取り組んでいきた
い」と話していました。

西諸広域行政事務組合中央消防署の署員から消火器
の使用法を学び、消火を体験する参加者

を目指して


